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はじめに

 武蔵野田園地帯であった池袋のまちは、日本鉄道品川線と豊島線の開通により、1903 年（明治 36 年）

に交通の要衝として池袋駅が開業し、その後の鉄道網の拡充等により、現在では 4 社 8 線の鉄道や複数の

路線バス・高速バスが乗り入れ、新宿・渋谷と比肩する有数の巨大ターミナルへと成長を遂げ、東京の中核

的な都市として発展してきた。

 池袋駅は１日 200 万人を超える駅利用者を抱え、そのうち 3/4 が乗換利用者であり、鉄道網の結節点と

なる役割を担う一方で、駅利用者に対してのまちへの来訪機会を逃している側面もある。また池袋駅は、駅

と直結した百貨店をはじめとする商業施設が集積し、その東西に位置するまちを結ぶ地下通路等が歩きにく

いなど様々な要因から、来街者が駅直近の利用に限定され、駅からまちへ人の流れが拡大せず、まちの東

西の回遊が見られない「駅 *袋」と揶揄されてきた。今後、池袋の特性を活かし、課題解決を図る取組を進め、

次の時代に向けて、さらなる成長を果たしていく必要がある。

こうした状況に対し、2015 年（平成 27 年）7 月、特 *定都市再生緊急整備地域の指定（池袋駅周辺地

域）を契機に「池袋駅周辺地域まちづくりガイドライン」（平成 28 年・池袋駅周辺地域再生委員会）におい

て、池袋駅周辺地域を「国際アート・カルチャー都市のメインステージ」と位置づけ、池袋の特性であるアー

ト・カルチャーを旗印に、巨大ターミナルが持つポテンシャルに見合う発展型のまちづくりの将来像を掲げ

た。さらに、「池袋駅周辺地域基盤整備方針 2018」（平成 30 年・池袋駅周辺地域再生委員会）においては、

６つの基盤整備の目標と「池袋駅コア」の 4 つの整備項目の考え方が整理され、４つの公園とその周辺をアー

ト・カルチャー・ハブと位置付け、点在するアート・カルチャー・スポットと連携し、まちの回遊性を高めて

いくなど、地域の個性を際立たせるまちづくりの方針を示した。

この「池袋駅コア整備方針 2024」は、「池袋駅周辺地域基盤整備方針 2018」の具体化を図るとともに、

池袋駅周辺地域の価値をより高めるため、「人中心のウ *ォーカブルなまちづくり」を進めていく視点を新たに

取り入れ、「駅袋」の脱却を図ることとしている。特に池袋駅西口エリアについては、再開発の検討が進ん

でおり、こうした池袋駅周辺地域の状況を踏まえて、誘導すべき都市機能や都市基盤などの整備方針を取り

まとめたものであり、今後、行政、鉄道事業者、地権者、開発事業者等が連携して取り組むべき内容を示し

ている。

なお、池袋駅東口エリアについては、環状 5 の 1 号線開通後の明治通りのク *ルドサック化に向けた検討

を区が中心となって進め、その進展状況をみながら、今後、本整備方針を更新していくこととする。
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〈池袋駅コア・ゾーンと周辺エリアの連携イメージ〉

池袋駅コア・ゾーン周辺エリア 周辺エリア

海外

国内

東京近郊

東京 23区

池袋駅駅前広場 駅前広場 公園

アト・カル
ハブ

街路

業務 業務

滞在

商業

滞在

宿泊宿泊

交流

商業

商業

飲食 飲食

娯楽

文化

文化
娯楽

文化

飲食

滞在

商業

飲食

交流

国内外からまちへ人を呼び込む
機能をコア・ゾーンに集積

官民連携で整備した多様な公共的空間と、アート・カルチャーや
商業といった賑わい機能を結節させることで、まちの回遊を生み出す

デッキ

アト・カル
スポット

アト・カル
スポット

アト・カル
スポット駅まち

結節空間
駅まち
結節空間

「池袋駅周辺地域まちづくりガイドライン」において、池袋駅周辺地域のまちづくりの将来像を「国際アート・カル
チャー都市のメインステージ」と定めており、この実現に向けては「池袋駅周辺地域基盤整備方針 2018」に示した「池
袋駅コア」ならびに池袋駅周辺の都市開発において、一体的に整備すべき都市機能及び４つの整備項目（駅まち結
節空間・東西連絡通路・東西駅前広場・駅関連施設）を具体化するため「池袋駅コア整備方針 2024」を策定する。

出典：池袋駅コア・ゾーンガイドライン 2020

出典：池袋駅周辺地域まちづくりガイドライン

アート・カルチャーの魅力で、
世界中から人を呼び寄せ、

新文化・新産業を育む
都市空間を人間優先へ、

誰もが主役になれる舞台に

池袋駅周辺地域再生委員会における検討を踏まえて整備方針を取りまとめたものであり、
今後の行政、鉄道事業者、地権者、開発事業者等が連携して取り組む具体的な整備内容を示すもの

【豊島区】 【池袋駅周辺地域再生委員会】

池袋駅コア整備方針 2024（令和６年）

池袋駅コア・ゾーンガイドライン 2020（令和２年）
【将来像実現に向けた３つの戦略】

「まちのブランディングの推進」「劇場空間の創出」「回遊空間の整備」

豊島副都心開発調査特別委員会資料（令和４年）
東西のシンボルストリートを中心としたウォーカブルなまちづくり

池袋駅周辺地域まちづくりガイドライン（平成 28 年）
【将来像】

～国際アート・カルチャー都市のメインステージ～

池袋駅周辺地域基盤整備方針 2018（平成 30 年）
【池袋駅コアの４つの基盤整備項目】

「駅まち結節空間」「東西連絡通路」「東西駅前広場」「駅関連施設」

先人が培ってきた文化資源を
生かしながら、新たなまちづくりへ

池袋副都心交通戦略 2020 更新版（令和 2 年）
【次の時代を担う交通環境の検討】

駅からまちなかへの人の流れを生み出し、
住む人、訪れる人にとって楽しいまちの実現

アート・カルチャー・ハブ/ スポットの育成

■池袋駅周辺地域のまちづくりの将来像・池袋駅コアの特徴

■池袋駅コア整備方針 2024 の位置づけ

世界中から人を惹きつける「国際アート・カルチャー都市のメインステージ」
界隈を歩き、にぎわいと四季の彩りを感じるまち・池袋

池袋駅コア整備方針 2024 の目的１
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中池袋公園

南池袋公園 としまみどりの
防災公園

（イケ・サンパーク）

池袋西口公園

池袋駅
コア

東池袋駅
コア

特定都市再生緊急整備地域

本整備方針の対象範囲

駅まち結節空間

新たなアート・カルチャー・ハブの
整備を図るエリア

東西都市軸

駅コア

４つの公園

公園周辺の民間施設

アート・
カルチャー・
ハブ

アート・カルチャー・スポットによりネット
ワーク化していくエリア

本整備方針の対象範囲

日
本
鉄
道
品
川
線

日
本
鉄
道
品
川
線

成蹊実務学校開校成蹊実務学校開校
日本鉄道豊島線
日本鉄道豊島線

警視廰監獄巣鴨支社設置
（巣鴨プリズン）
警視廰監獄巣鴨支社設置
（巣鴨プリズン）

都電荒川線都電荒川線

豊島師範学校開校豊島師範学校開校

武蔵野デパート開店武蔵野デパート開店

山手線山手線

武蔵野鉄道
武蔵野鉄道

東
上
線
東
上
線

赤
羽
線
赤
羽
線

立教大学立教大学

東京鉄道教習所開設東京鉄道教習所開設

山
手
線
山
手
線

都電荒川線都電荒川線

舞台芸術学院開校舞台芸術学院開校

東京丸物開店～PARCO開店東京丸物開店～PARCO開店東武百貨店開店東武百貨店開店

三越池袋開店三越池袋開店

山手線山手線営団地下鉄丸ノ内線

営団地下鉄丸ノ内線

東
上
線
東
上
線

埼
京
線
埼
京
線

山
手
線
山
手
線

武蔵野鉄道
武蔵野鉄道

戦災復興区画整理事業戦災復興区画整理事業

都電荒川線都電荒川線

東口駅前広場東口駅前広場

サンシャイン 60 ビル開業サンシャイン 60 ビル開業

メトロポリタンプラザメトロポリタンプラザ

南池袋公園南池袋公園 山手線山手線

西武池袋線
西武池袋線

東京メトロ
有楽町線

東京メトロ
有楽町線

東京メトロ丸ノ内線

東京メトロ丸ノ内線

東京芸術
劇場
東京芸術
劇場

豊島区役所本庁舎豊島区役所本庁舎
東京メトロ
副都心線
東京メトロ
副都心線

ハレザ池袋ハレザ池袋東
上
線
東
上
線

埼
京
線
埼
京
線池袋西口公園池袋西口公園

Echika池袋Echika池袋

Esola池袋Esola池袋

としまみどりの防災公園
（IKE•SUNPARK）

としまみどりの防災公園
（IKE•SUNPARK）

東武百貨店東武百貨店

サンシャイン 60 ビルサンシャイン 60 ビル

PARCOPARCO

西武池袋本店西武池袋本店

都電荒川線
（さくらトラム）
都電荒川線
（さくらトラム）

街道

主要な道路

街道

都市計画道路（整備済）

都市計画道路（整備中・計画）

1903 年（明治 36 年）池袋駅の開業以降、駅を中心にまちが形成され、百貨店などの商業施設が集積し
発展してきた。平成以降は、東京芸術劇場などが整備され、芸術・文化のまちとして成長し、近年では公園
等のリニューアルにより、区内外から家族連れや外国人観光客が集まるなど、賑わいがあふれ、新たに注目を
集めている。一方、池袋駅は鉄道や駅前の車道などの交通インフラにより東西のまちが分断されており、まち
全体の回遊性が乏しいなど、取り組むべき課題が残されている。

「池袋駅周辺地域まちづくりガイドライン」で示している目標年次は 2035 年に対し、現在のまちづくりの
動向を踏まえ、本整備方針では、2040 年代のまちの姿を想定する。また「池袋駅周辺地域基盤整備方針
2018」に示した「池袋駅コア」を含む以下のエリアを本整備方針の対象範囲とする。

明治時代 大正～昭和時代（戦前）

昭和時代（戦後～高度成長期） 平成～令和（現在）

■池袋駅コア整備方針 2024 の対象範囲 ＜凡例＞

※アート・カルチャー・ハブ /スポット
については、P.10 を参照

池袋駅コア整備方針2024の目標年次と対象範囲２

まちの成り立ち３
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